


















































































世寧」という中国名を付け、中国服を着て、中国語や満民族語を学び、東西折衷の絵画方法を試みたのである。彼は西洋人画家として 清朝宮廷で「聚瑞図」 、 「嵩獻英芝図」 、 「百駿図」 、 「八駿図」 、などの初期名作を描き、自ら宮廷の首席画家の地位を勝ち得た。そして、乾隆時代 入り 「乾隆皇帝朝服像」、 「孝賢皇后朝服像 、 「慧賢皇貴妃朝服像」、 「心写治平図」 、 「乾隆皇帝大閲図」などの傑作を創りだした 更に、郎世寧が晩年に創作した 戦図冊 「青羊図」、「交趾果然図」は歴史を伝える名品として残されている。それらの作品は当時宮廷の中で古代の宮廷画とは違う、又 文人画及び民間絵画とも異なる独特な東西融合の絵画作品であった。それは、 「新体絵画」と言われていたのである。郎世寧の数百点の作品は中国宮廷美術史に重要な地位を確立 た















一七〇八年、十九歳のカスティリオーネは正式にジェノヴァのキリスト教会に入り、洗礼を受けクリスチャンとなり、さらに宣教師の養成教育を受けた。 カスティ オーネの早期作品は、八枚の大きな油絵で、いずれも聖書物語を主題としている。作品 絵画の透視学と構図学、そして人体解剖学などの科学方式が濃縮されている。
 





















事に縛られていた。更に、初めての来中で彼は中国語の勉強や中国画の学習をしなければならなかった。その為、自分絵画の創作時間が限られていて、 絵画制作が最も少なかった時期となった。作風も安定 おらず、西洋絵画と中国絵画をどのように結び合わせるかという問題についても悩んでいた。つまり、こ 時期は郎世寧の清朝宮廷での学習時期ある。 「中国風景図」という作品は郎世寧の清朝宮廷での初期絵画である。 そ 内容は康煕時代の海上防衛を研究する上で、極めて重要な資料になっているが、中国画の表現技法は身に着けていない。
 
一七二二年に、康熙皇帝が崩御し、雍正皇帝が即位した。
雍正皇帝が在位した十三年間に、 郎世寧は大清皇帝に奉仕すると同時に、 自らの眼で大清帝国の歴史の盛衰と東西文化の衝突を見ていた。そして、大清皇 の芸術上 命令 ローマ宗教の命令という二重の圧力 下 、 郎世寧はそれでも信仰






郎世寧はこの命令を受けて北京郊外の承徳 あった離宮に赴き「百駿図」を仕上げた。皇帝 誕生日の祝賀行事が始まって、 多くの献上品が並べられた。 郎世寧が描い 「百駿図」は、多くの珍しい献上品の中で一番と皇帝が認めた。それ以












処に日々の公務である絵画 仕事の為に通わなく もよくなった。それは、皇帝、皇后、及び皇帝の皇妃・皇嬪の肖像画を描く準備の為であった。 乾隆皇帝の肖像画は完全に真正
面を向き五官がはっきりと描かれた。 それによって威厳ある姿を表し、特に両耳 少し大きくした。中国伝統の人相学、及び古来中国の標準的な帝王像の描き方を参考にして、 西洋画法と中国画法を融合した独自の表現手法を考えながら仕上げた。乾隆皇帝は、作品の出来栄えに大変喜び満足し、郎世寧の絵画技術を大いに賞賛した。
 
そして、 皇后、 皇妃の肖像画である 「孝賢純皇后朝服像」 、




自ら楷書で自身の肖像画の側に「乾隆元年八月吉日」と八字を書いた。作品は、人物の造形を解剖学に基づいてしっかり取っている。しかし、光 応用はヨーロッパの画法とは違うところがある。それは、中国人は「陽」を描き、 「陰」を避ける「陰陽」の考え方があるからである。このような中国人の美意識を考えると、 画風を変化させなければならなかった。郎世寧をはじめ清朝宮廷 中に奉仕す 西洋 画家たちは、新たな清朝絵画を多く作り出していて、 「心写治平図」 その中での代表作品となっている。
 
乾隆二十三年（一七五八年）に南疆で小和卓霍集占が反乱




















作年代は記載されていないが、画面には大きな鯉が一匹、やや中ぐらいの鯉一匹、小さ 鮒 四匹、水草 上に泳いでいる。その情景はいきいきとして躍動感がある。それは郎世寧が写生した最高傑作と言われている。
 
モチーフは一定の意図と本質を持っている。 魚」という












の中国人画家唐岱との合作である。 郎世寧は主題の松と鶴を描いたが、唐岱は石を添筆した。郎世寧の画法 光線を重視し、立体感を強調している。西洋の絵画技法に中国絵画の伝統筆墨を加えたものであり、 この作品は一八世紀の東西画家が合作した珍しいも である。
 
郎世寧の生涯を見ると、 彼は長い年月にわたる中国での生













年皇帝とともに訪れ、多くの作品を描い 。 「木蘭秋獮図」 、「熱河狩猟図」 、 「乾隆射猟図」 哨鹿図」 、 「囲猟聚餐図」 、
「馬術図」 、 「万樹園賜宴図」などをこの地で誕生させたのであった。郎世寧が描いた清朝皇帝の狩猟の作品群は、娯楽性を伴った朝廷の季節の行事や、 軍事訓練を模した狩猟の様子など 描き表している。と同時に 皇帝の権力や、馬 愛した皇帝の嗜好等も知ることができる。
 
郎世寧が描いた馬の絵は、単なる動物の形象ではなく、そ





が熱河木蘭において狩猟活動した時の「行営」、「下営 、「馬技」、「合囲」、「四事」という連続物語で、画面は壮麗な景観が表されている。 塞宴四事」とは、即ち、 「什榜」（モンゴル音楽）、布庫（相撲）、教跳（套馬訓馬）、詐馬（競馬）を統括したものである。これらの作品は乾隆皇帝が熱河木蘭に狩猟に行く場面と盛大な宴会の場面を詳しく描いている。「木蘭図」でも、「塞宴四事」でもその活動の場面は地理上、歴史上、形象上、服飾上全て写実的な絵画技法で詳細に記録をしている。「狩猟」と「四事」の活動 源はモンゴルと新彊である。 清代の皇帝と各地区部落の首領が一緒に集まり、共に「教跳」 「什榜」、「相撲」、「詐馬」の演目を鑑賞するのは、各民族の感情を理解し合い お互い




乾隆皇帝は 「十全武功」 という戦い、 すなわち 「金川遠征」 、
「準
噶
爾遠征」 、 「回部統一」 、 「用兵緬甸」 、 「出兵安南」 、 「平
定台湾林爽文起義」 、 「廓爾喀遠征」の中で、もっ も重要な二つの戦争画の制作を郎世寧に命じた。 そ 他の戦争画は宮廷の他の中国人 家と西洋人画
家に命じた。 それらの作品を
合わせることで、 「戦図冊」 構成したのである。 「戦図冊」
は乾隆帝の「十全武功」を表したものであるが、カメラも何もなかった当時、郎世寧はそれらの遠征に同行し、地理の特徴、 地元の人間の特徴などをよく観察して細密にスケッチをし、真実のままを記録して残した。いわゆる現在の従軍報道記者と同じであり、大変危険も伴っ その作品の構図は西洋と中国の両方を融合したもので、 一つ一つの広大なシーンに気勢があり、登場人物が多く複雑な構成で、緻密に描かれている。さらに、周囲の山々と人物 組み合わせて、遠近・濃淡の色彩と墨色の変化が豊富 、 立体的な空間が広く取られている。 これは全て郎世寧 西洋絵画の造形技術を駆使すると同時に、 中国絵画の空間を制約しないという表現手法を取り入れたものである。郎世寧の作品において このシリーズの作品と初期の作品を比べてみると、 西洋の明暗法 ほとんど用いられておらず、 熟練した中国伝統 線描法で全体的な画面を構成し、 完全に中国人の美意識及び独特な表現方法
























く、皇帝の愛犬を描 た「十駿図」、美しい花卉、宮廷生活などのモチーフも度々取り上げていたのである。 然、作品の中に他 中国画家が加筆したことは否定できない そ 理










画技で大清帝国の真実の歴史と清朝宮廷の様子を記録し、 大量の人物画、風景画、花鳥画 年画 琺琅画を創りだし郎世寧 生涯の作品数は膨大で、各国の美術館 博物館 個人などに散逸した作品は、統一の資料がほとんどなく、作品制作の年代整理もされていないので 様々な問題が残されいる。郎世寧が死去した時、彼の全ての作品は清朝宮廷 大切に保存された。しかし、その後、今まで 三百年間に数回の戦乱のせいで、 紫禁城や円明園にあった郎世寧 作品も盗難にあい、特に
1840年のアヘン戦争では多国軍の侵略によ
って円明園が放火され、 郎世寧の多くの作品が海外に流失した。従って、それらの作品の整理と調査について、筆者はそれぞれの作品の年代の確認と収蔵国別を詳細に纏めていく。
 
 
